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中期経営計画策定に関するお知らせ（事業計画及び成長可能性に関する事項） 

 

当社は、2026年２月19日開催の取締役会において、2027年３月期を初年度とした３年間の中期経営計画を

策定いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１. 対象年度 

2026年４月から2029年３月までの３か年 

 

２. 中期経営計画のコンセプト並びに重点戦略 

中期経営計画のコンセプト 

・プロジェクト上流から下流まで一気通貫したサービスの提供 

・生成AIを活用した継続収益型サービスの展開 

・IT人材採用難でも利益拡大が可能なビジネスモデルの確立 

 

コンセプトに基づいた４つの重点戦略 

【戦略①】AIコンサルティング戦略 

【戦略➁】AIテストツール戦略 

【戦略③】人材育成戦略 

【戦略④】地域戦略 

 

３. 目標とする経営指標 

 2029年3月期 

連結売上高 62.0億円 

連結営業利益 3.0億円 

連結営業利益率 5.0％ 

 

詳細につきましては、添付資料「2026年度中期経営計画（事業計画及び成長可能性に関する事項）」を

ご参照ください 

以上 









日本ナレッジの目指す姿
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「人と技術を育み、

安心できるデジタル社会の

未来を支える」

日 本 ナ レ ッ ジ は 創 業4 0 周 年 を 迎 え ま し た。

お 客 様 の ” 長 期 的 パ ー ト ナ ー ” として選ばれ、

安 心 と 成 功 を 届 け る 企 業と な れ る よ う 、

A I や 新 し い 技 術 に も 挑 戦 し な が ら

社 会 に 貢 献 し 続 け て ま い り ま す 。
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財務戦略（コンセプト･投資への考え方）
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財務戦略コンセプト

“100億企業”達成に向けた財務基盤の構築

投資・還元・資金

■投資戦略：10年ビジョンの早期達成を目標に、11億円のAIコンサルサービス強化･AIテストツール開発投資（採用費･
労務費･教育費等）に加えて6億円のBS戦略投資（ M&A･事業所拡張費用等）を行い、生成AIの普及･IT人
材採用難といった事業環境の変化に耐えうる、安定した財務基盤の構築を目指してまいります。3ヵ年で総
額17億円の投資を実施する予定です。

■還元政策：高収益となるAIコンサルサービスの強化拡大と継続収益型サービスの展開も視野に入れたAIテストツール
開発によって生産性を向上し、株価上昇による株主還元を主目的といたします。加えて、1株当たり7円の
配当により、継続的に株主の皆様に還元してまいります。

■資金計画：景気･金利･事業環境等の変動が読みにくい外部環境に鑑み、借入に囚われない資金調達を実施する予定です。
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自社の強み➁  人材育成コンテンツ・早期育成メソッドの充実
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NKC-Knowledgeを始めとした育成コンテンツ・メソッドの充実で早期人材育成が可能

ナレッジ活用AI支援ツール(NKC-Knowledge Guide)で経験の浅いエンジニアも即戦力に

エルダー制度の導入

ITエンジニアを

早期育成

新卒 未経験者
研修 ３ヶ月入社研修

２ヶ月〜３ヶ月

NKC-Knowledge
年間を通して120講座以上を
自由に学べる

長年社内で積上げられ標準化されたテスト・品質の知識

ナレッジ活用AI支援ツール(NKC-Knowledge Guide)

キャリア
研修 ２ヶ月
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SDGsへの取り組み
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企業理念とSD Gs 事 業 活 動 とSD Gs

◼ 常にお客様の目線で考え、ＩＴ技術を通じて顧
客成長に貢献します。

◼ 社員一人ひとりの能力と価値を尊重し、公平に
評価します。

◼ 地域社会、業界、有益な社会事業に貢献し、環
境・資源の保護に努めます。

◼ 健全な利益を確保し、成長事業に投資し、株主
に適切な利益貢献をします。

◼ 安心／安全なICT社会

◼ 業種特化のアプリケーション

◼ セキュリティの重要性を認識し、高度なセキュ
リティ製品の開発

◼ 教育とICTの融合

◼ 働きやすさ・ライフバランスの充実

◼ デジタルアクセシビリティアドバイザーの推進

日本ナレッジの

SD Gs へ の 取 り 組 み
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高度な専門性を持つ社外取締役の登用で、 

当社グループの成長加速とガバナンスの強化を図ります。

ガバナンス強化への取組み
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社外取締役の積極登用 任意の指名･報酬委員会の設置

当社は、取締役会の独立性・客観性と説明責任の強化を目的に、
取締役会の任意の諮問機関として指名・報酬委員会を設置して
います。当委員会は、指名･報酬委員会規程の定めるところによ
り、指名・報酬に関わる事項について決議、審議を行っていま
す。

過半数の社外役員から
構成される
任意の指名･報酬委員会

取締役・監査役9名中

過半数の5名が社外役員

46







主な沿革
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企業沿革 事業沿革

1985 10月 日本スペースソフト株式会社設立

1986 12月 ナレッジエンジニアリング株式会社と統合 12月 ソフトウェア開発事業開始

1988 6月 本社を中央区に移転、社名を日本ナレッジに変更

1996 5月 鋼材パッケージ「PowerSteel]発売

2001 7月 テスト・検証事業開始

2015 7月 セキュリティ製品のアイベクス株式会社より営業権を譲受

2016 10月 株式会社システムカルチャーよりサポート事業を譲受 6月 ＩＴ検証産業協会 会長就任 2017年より自動化の推進

2018 4月 株式会社アイムシステムを吸収合併 7月 セキュリティ製品「ｍonoシリーズ」「DEFESA」発売

2023 3月 東京証券取引所グロース市場へ上場（証券コード：5252）

2024 9月 諏訪センター開設(旧諏訪センターは諏訪第二センターに名称変更)

2025 10月 株式会社アルテックス 子会社化



ご留意事項
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本資料には、当社グループの現在の計画や業績見通しなどが含まれております。

これらの将来の計画や予想数値などは、現在入手可能な情報をもとに当社が計画・予想したものであります。

実際の業績などは、今後の様々な条件・要素により、この計画・予想などとは異なる場合があり、

この資料は その実現を確約したり、保証するものではございません。

なお、この資料への公認会計士、監査法人の関与はございません。

次回の「事業計画及び成長可能性に関する事項」の開示は、2026年6月を予定しております。
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